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｢日本国憲法｣講義の概要





















































o｢いちばんやさしい憲法入門｣(有斐閣アルマ),初宿正典 ･高橋正俊 ･米沢広一 ･棟居
快行著,有斐閣川 し--､ノ























































































































































































学校教育法は,1条 (学校の範囲),11条 (学生生徒等の懲戒),第七章幼稚園 (77条か
ら82条)をやってきた｡
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1条については,学校教育法上の学校という概念を説明した｡このような話を通して,
法律の世界では,日常的な用語 (例えば ｢学校｣)が日常使われている意味とは異なって,
定義されて法律用語として使われることがあることを教えた｡
第七章幼稚園については,77条から82条まで準用規定も含めて全文読み,解説した｡77
秦 (幼稚園の目的)では,幼稚園は学校教育法上の学校であるが,｢幼児を保育し｣となっ
ていることを確認した｡
おわりに
教育免許取得に日本国憲法の学習が必修となっていることは悪いことではないと思うが,
表面的な扱いで終わってしまわないようにしなければならないと思う｡また,日本国憲法
の科目があることで,法律科目はすでにあるからとの理由で,例えば基礎教育科目に法学
を置くことは,二重になるといわれることがあるが,諸般の事情の中で,やむを得ない場
合もあるが,理想としては法学が別に置かれることが望ましいと思う｡
日本国憲法については,天皇制も含めて活発に議論され,新しい時代に即した憲法が実
現することを願ってやまない｡
注
(1)(2) ｢いちばんやさしい憲法入門｣それに続く ｢目で見る憲法｣は,戦後生まれの憲法学者によ
る,わかりやすい憲法の書を目ざしたという点で画期的であったが,次の点を指摘しておきたい｡
1･憲法の制定,成立過程等に,自らの体験,経験にもとづく歴史認識が反映されな早ことはい
たしかたがないとしても,これまでの研究成果を批判的に受けついでゆく姿勢がほしい｡日本
の大学は年功序列であり,定年もあることで,現職の教員が執筆するとなると,世代交代もい
たしかたがないかもわからないが,戦後生まれだけで思考することは無理があるし,危険でも
ある｡
2.日本国憲法は,その条文の字句も含めて,歴史的産物である｡ 法の安定性ということからす
ると,ひとまず,この字句を前提として,解釈で全てに対応することは必要でもあるが,どこ
までもひたすらこの字句の範囲から全てに対処しようとすることは安易であり,無理である｡
総じて現在の憲法学者は,日本国憲法を成立のいきさつから切り離して,それぞれの自らの
思想,国家観に合わせて解釈し,体系化しようとしているが,その事が,かえって混乱を深め
ていることもあるのではないかと思う｡
(3) 幣原は目黒真澄と親友であった｡目黒は新潟県の現在の広神村の出身で英米文学者であり,東
京高等商船学校の教授であった.｢武士の娘｣(杉本賊子著)の最初の翻訳者である (昭和4年).
また,目黒は,山本五十六 (旧姓高野五十六)と旧制長岡中学で同級であり,終生の親友であっ
た｡なお,目黒は筆者馬場の遠縁である｡私の実父 (山岸義三)の母 (ヨシ)(旧姓内山ヨシ)
の長兄が内山愚童 (内山慶吉,小千谷市出身,大逆事件で刑死)であり,慶吉, ヨシ等4人の父
親直吉の妹テルの長兄が目黒真澄である｡
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(4)近時2,3年,学生の意識,あるいは学力に大きな変化が生じ,従来,当然に前提としてきた
日本人の戦争体験とか,また戦後の日米関係などが,はっきりとわからない学生が多いように思
われ,それらの説明に以前よりも多くの時間をさかなければならなくなった0
(5)私の刑法についての研究については,
｢刑法学入門｣馬場昭夫著,慶友杜,1996年
｢J･S･ミルの刑事思想の考察に向けて｣馬場昭夫 (｢民衆司法と刑事法学｣,庭山英雄先生古
稀祝賀記念論文集,現代人文社,1999年,所収)
参照｡
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